
第３ 数値目標

数値目標項目 直近値 令和11年度末目標値

普通・上級救命講習 59.2 65.0
人口1万人あたりの受講者数 （R4） 以上

初期 在宅当番医又は休日夜間急 ７ ７
救急 患センターの設置ができて （R4）

いる救急医療圏域数

２次 救急告示医療機関数 39 39
救急 ３次救急医療機関を除く （R4） 以上（ ）

救命救急センター及び ４ ４
３次 大学病院数 （R4）
救急

うち高度救命救急センター １ １
（R4）

転棟・転院調整をする者を常時配 ２ ２
置している救命救急センター数 （R4）

一般市民が目撃した心肺停止患者 58.4% 65.0％
のうち、一般市民が心肺蘇生を実 （R3） 以上
施した割合

消防機関が覚知から病院等に 46.5分 40.0分
収容するのに要した時間の平均 （R3） 以下

重症以上傷病者の医療機関に受入 4.4% 3.0%
れ照会４回以上の割合 （R3） 以下

重症以上傷病者の現場滞在時間 4.7% 3.5%
30分以上の割合 （R3） 以下

３次医療機関への搬送者数に占め 36.0％ 33.0％
る軽症患者の割合 （R4） 以下

一般市民が目撃した心肺停止患者 22.4% 全国平均以上
のうち、 初期心電図波形がVF/V (H24∼R3) （参考H24∼R3：
T(※)であった場合の１か月後社 23.6%）
会復帰率（10ヵ年集計）

（注）※ 心室性不整脈（VF：心室細動、VT：心室頻拍）
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